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検証結果 

 

Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

１．機関内規程 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 

 □ 機関内規程を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 機関内規程を定めていない。 

２）自己点検・評価の妥当性 

「動物実験実施規則」及び「実施マニュアル」が定められ、これらは「基本指針」及び「飼養

保管基準」に対応している。「動物実験実施規則」では、機関の長（総長）の総括的責任を明記し

た上で、部局長が部局内規の制定、部局動物実験委員会の設置、動物実験計画の承認、教育訓練、

施設の管理等、当該部局における動物実験に関して、直接責任を負うこととしている。また、全

学の動物実験専門委員会を設置し、全学における動物実験に関して、内規やマニュアル等の作成、

法令等への適合性の判断、動物実験に関する重要事項等を調査、審議している。これらは基本指

針の内容を全学で行うことと部局で行うことを区分した上で、その責任体制を明確化するもので

ある。さらに、「実施マニュアル」では、飼養保管基準の内容を含む基本原則、動物実験の実施手

順や具体的方法を定め、関連資料を補遺として掲載している。よって、機関内規程について、自

己点検・評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 基本指針に適合する機関内規程が定められている。 

 □ 機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 機関内規程が定められていない。 

４）改善に向けた意見 

総長から部局長への委任事項に、一部不明瞭な点があるため、実態に合わせて明確化するよう

検討されたい。 

 

 

２．動物実験委員会 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 

 □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験委員会を設置していない。 

２）自己点検・評価の妥当性 

「動物実験実施規則」に基づき全学の動物実験専門委員会が設置され、さらに動物実験を行う
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15 部局には、他部局に動物実験計画の審査を依頼する 1部局を除き、部局動物実験委員会が設置

されている。また、各部局動物実験委員会運営内規が定められている。これらの委員会の委員構

成は基本指針が定める 3 種の委員の要件を満たしている。よって、動物実験委員会について、

自己点検・ 評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 

 □ 動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験委員会は置かれていない。 

４）改善に向けた意見 

一部の部局動物実験委員会運営内規において、委員の 3種のカテゴリーが不明瞭であるため、

明確化することが望ましい。 

 

 

３．動物実験の実施体制 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 

 □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験の実施体制を定めていない。 

２）自己点検・評価の妥当性 

「動物実験実施規則」により動物実験計画の承認は各部局長の下で行うことが定められ、「実

施マニュアル」において、「動物実験計画書」「動物実験終了報告書」「動物実験実施状況報告書」

等の様式が定められている。さらに必要に応じて部局細則や部局動物実験委員会運営内規を定

め、各部局の規模や研究内容に応じた動物実験計画の立案、審査、承認、結果報告が実施されて

いる。これらはいずれも基本指針に則した適正な動物実験実施体制といえる。よって、動物実験

の実施体制について、自己点検・評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 

 □ 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験の実施体制が定められていない。 

４）改善に向けた意見 

特になし。 
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４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 

□ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検・評価の妥当性 

「東京大学遺伝子組換え生物等の使用等実施規則」「東京大学研究用微生物安全管理規則」「東

京大学研究用微生物安全管理マニュアル」「東京大学家畜伝染病発生予防規程」「東京大学放射線

障害の防止に関する管理規程」「東京大学化学物質管理規程」等が定められている。また、遺伝子

組換え生物や病原体を使用する部局には部局委員会が設置され、法令や上記の学内規程にしたが

って調査及び審議を行う体制とし、さらに対応する全学委員会を設置している。動物実験計画書

には安全管理に注意を要する動物実験の内容を記入する欄を設け、動物実験委員会も当該実験の

状況を把握できる体制としている。よって、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制につい

て、自己点検・評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 該当する動物実験の実施体制が定められている。 

 □ 該当する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 該当する動物実験の実施体制が定められていない。 

 □ 該当する動物実験は、行われていない。 

４）改善に向けた意見 

特になし。 

 

 

５．実験動物の飼養保管の体制 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検・評価の妥当性 

15 部局に多数の飼養保管施設が存在し、それらのすべてに実験動物管理者が置かれている。ま

た、部局には部局実験動物管理者が置かれ、部局内の実験動物管理者に対して助言と指導を行う

こととしている。さらに、飼養保管施設は部局動物実験委員会の視察を受け、その利用状況を毎

年、部局長に報告するする体制としている。これらの体制整備は前回の外部検証時に受けた指摘

に対応したものである。また、すべての飼養保管施設には、動物種に応じた飼養保管の標準操作

手順書が整備され、この中には動物の逸走時や災害時の対応を含んでいる。よって、実験動物の
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飼養保管の体制について、自己点検・評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

４）改善に向けた意見 

小規模な飼養保管施設が多数あるため、飼養保管の全学的な整合性を高めるため、ライフサイ

エンス研究倫理支援室や部局実験動物管理者の活動を通じた最新情報の周知や指導、助言に期待

する。 

 

 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

ライフサイエンス研究倫理支援室は、我が国最大の総合大学にある東京大学において、広範な

研究分野の動物実験への対応を実践的かつ効率的に進める独自の制度として高く評価できる。 

今回は 2回目の検証であり、2013 年度に受検した検証結果を受けて、すべての飼養保管施設に

実験動物管理者を置き、部局内の実験動物管理者に指導や助言を行う部局実験動物管理者を置く

こととし、実験動物飼養保管の体制の強化が進められた。 
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Ⅱ．実施状況 

１．動物実験委員会 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検・評価の妥当性 

部局動物実験委員会は、動物実験計画書・変更計画書等を委員会開催、書面審査（持ち回り審

議、メール審議、オンライン審議）あるいはウェブ会議による方法で審査している。また、部局

動物実験委員会は実験動物の飼養保管状況と動物実験の実施状況を把握し、部局の自己点検・評

価を行いその結果を全学の動物実験専門委員会に報告している。動物実験専門委員会ではそれら

結果を審議して総合的な自己点検・評価をとりまとめ、その公開を決定している。これらの活動

について、議事録や議事要旨等が保管されている。よって、動物実験委員会について、自己点検・

評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

４）改善に向けた意見 

特になし。 

 

 

２．動物実験の実施状況 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検・評価の妥当性 

2020 年度には、各部局の部局動物実験委員会の審査を経て承認された、全学で 1410 件の動物

実験計画にしたがって動物実験が実施され、新たに開始された計画が 381 件、終了した計画が 388

件であった。また、審査により 4件の計画が「不適合・取り下げ」と判定された。さらに、動物

実験実施状況報告書、動物実験の自己点検票により、動物実験が適正に行われていることを確認

している。よって、動物実験の実施状況について、自己点検・評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 
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 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

４）改善に向けた意見 

特になし。 

 

 

３．安全管理に注意を要する動物実験の実施状況 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

 □ 該当する動物実験を行っていない。 

２）自己点検・評価の妥当性 

2020 年度には、全学で 933 件の遺伝子組換え生物等を使用する動物実験、186 件の感染動物

実験、128 件の放射線を使用する動物実験が、安全かつ適正に実施された。また、動物実験に際

して計 3 件の咬傷事故や針刺し事故が起きたが、事故報告の提出を受けて部局動物実験委員会

で予防措置等の検討を行い、再発防止の注意喚起を行っている。よって、安全管理に注意を要

する動物実験の実施状況について、自己点検・評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 該当する動物実験が適正に実施されている。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

 □ 該当する動物実験は行われていない。 

４）改善に向けた意見 

特になし。 

 

 

４．実験動物の飼養保管状況 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検・評価の妥当性 

各飼養保管施設では、「実施マニュアル」や飼養保管の標準手順書にしたがい実験動物の飼養

保管が実施されている。また、実験動物飼養保管状況の点検票や施設等利用状況報告書により適

正な実験動物の飼養保管が行われていることを確認している。大型実験動物を使用する一部の部
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局では、麻酔管理及び安楽死処置に必ず獣医師が立ち会うなど高度な獣医学的ケアが行われてい

た。よって、実験動物の飼養保管状況について、自己点検・評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

４）改善に向けた意見 

小規模な飼養保管施設でもマウス・ラット等の繁殖や継続的な飼育を行う場合は、定期的な微

生物モニタリングを実施することを検討されたい。また、実験動物の健康や安全の保持のため、

温湿度等の環境条件の確認を周知、徹底されたい。 

 

 

５．施設等の維持管理の状況 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検・評価の妥当性 

多くの飼養保管施設が点在するが、半数の部局では部局動物実験委員会により施設の視察を行

い、施設の維持管理状況や実験動物の飼養保管状況を点検している。全体的には概ね良好な状態

で管理されているが、一部の施設では、老朽化による空調設備の運転異常や天井のカビ発生が見

受けられ、破損したケージの使用が続いていた。よって、施設等の維持管理状況について、「基本

指針や飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。」との自己点検・評価の結果であるが、

「概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。」とする。 

 

３）検証の結果 

 □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

 ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

４）改善に向けた意見 

多くの飼養保管施設が点在するため、施設や設備の老朽化が順次進行するのはやむを得ない

が、維持管理状況を点検し、速やかに破損個所の修繕を行うとともに、計画的に施設の改修や設

備の更新等を検討されたい。 
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６．教育訓練の実施状況 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検・評価の妥当性 

独自で教育講習を行う一部部局を除き、ライフサイエンス研究倫理支援室は全学の動物実験実

施者や飼養者等を対象とする動物実験講習会を主催し実施している。2020 年度は、新型コロナウ

イルス感染症対策のために対面での講習をすべてオンデマンド配信に切り替えて実施し、1305 名

の参加があった。また、受講から 5年以内に動物実験講習会の再受講を義務付けている。よって、

教育訓練の実施状況について、自己点検・評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

４）改善に向けた意見 

部局動物実験委員会の委員や実験動物管理者の人数が非常に多いことから、部局動物実験委員

会委員や実験動物管理者の教育や意識向上の方策を検討されたい。 

 

 

７．自己点検・評価、情報公開 

１）機関による自己点検・評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検・評価の妥当性 

全学で統一的に作成された「各部局での動物実験の実施に関する調査」「動物実験の自己点検

票」「実験動物飼養保管状況の自己点検票」等の資料をもとに、各部局で自己点検評価を行い、そ

の結果と調査資料をもとに動物実験専門委員会が全学の自己点検・評価を実施している。多くの

資料を使って階層的に自己点検・評価を行う仕組みが工夫されている。また、大学ホームページ

で、情報公開が適正に実施されている。よって、自己点検・評価、情報公開について、自己点検・

評価の結果は妥当である。 

 

３）検証の結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
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 □ 多くの改善すべき問題がある。 

４）改善に向けた意見 

自己点検・評価報告書、外部検証の結果を全学の動物実験関係者で情報共有し、必要な改善に

活用されたい。 

 

 

８．その他 

（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 

ライフサイエンス研究倫理支援室が自己点検・評価のための調査を全学的に実施し、各部局で

の自己点検・評価を全学的な整合性をもって進めていることは、大規模な大学としての運用面で

の工夫であり、高く評価できる。さらに、両生類や魚類を使用する動物実験についても「実施マ

ニュアル」で申請できることを定め、審査されている。また、野生動物の捕獲を伴う計画も必要

な手続きが行われた上で承認を受け、適正に実施されている。 

 

 






